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上里町第18期議会議員
14名を紹介します

　任期満了に伴う上里町議会議員一般選挙が去る令和４年４月
24日に行われ、町民の皆さんからこれからの４年間を託され
た１４名の新しい議員が決まりました。

① 年齢（５月１日現在）
② 所属政党
③ 当選回数
④ 行政区
⑤ 職業
⑥ 趣味
⑦ 上里町の好きなところ
⑧ 抱負

戸矢　隆光 議員
① 69歳
② 無所属
③ ２回
④ 藤木戸
⑤ 農業
⑥ スポーツ観戦
⑦ 多くの自然が残っているところ
⑧ �自分の生まれ育った郷土に誇りを持ちながら、
この町に住んでよかったといえる街づくりを
目指したい。

議席番号　４番

飯塚　賢治 議員
① 66歳
② 公明党
③ ３回
④ 三軒
⑤ 飲食業
⑥ 料理、ゴルフ、バイク
⑦ 浅間山が見えるところ
⑧ �町民の皆さまと共に、政策実現をしてまいり
たい。

議席番号　６番

石井　慎也 議員
① 35歳
② 無所属
③ １回
④ 金下東
⑤ 農業
⑥ ドライブ、旅行、ＤＩＹ
⑦ 鉄道や高速道路があり利便性が良いところ
⑧ �体調管理に気を使い休むことなく会議に出席
し、町民の声を早く議会に上げられるよう精一
杯努力していきたいと思います。

議席番号　１番

髙橋　勝利 議員
① 77歳
② 無所属
③ ２回
④ 五丁目
⑤ 無職
⑥ 野球
⑦ 空気がきれい、海・山がないが公園が多い
⑧ �町民第一、期待に応えられるように４年間頑張
ります。活動報告「喝」を通じて町民の皆様と
の接点を多く作っていきたいと思います。

議席番号　５番

伊藤　覚 議員
① 54歳
② 無所属
③ １回
④ 金下
⑤ 埼玉県埋蔵文化財調査事業団（臨時職員）
⑥ サッカー、サッカー観戦、古墳・史跡巡り
⑦ 太古からの歴史があり、自然に囲まれている
⑧ �役場職員として培った経験と、管理職での３
年間の議会経験を礎に、皆さんに住み続けた
いと思われるまちづくりのため頑張ります。

議席番号　２番

金子　義則 議員
① 59歳
② 日本維新の会
③ １回
④ 三軒
⑤ 学園代表理事
⑥ 学童の子供達と遊び学ぶこと、猫の保護活動
⑦ 災害が少なく元気な子供が沢山いるところ
⑧ �子ども子育て日本一を目指し貧富の差無く学
習できる学習環境の整備をしたい！少子化を
ストップさせチョットだけ猫にも優しい街に。

議席番号　３番
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新井　實 議員
① 75歳
② 無所属
③ ６回
④ 三丁目
⑤ 会社役員
⑥ 日本の歴史研究、古美術・骨董収集
⑦ 自然が豊かで、どこに出掛けるにも交通が便利
⑧ �神保原駅北口の活性化・駅北停車場線の17号
国道までの延長と拡幅及び歩道の設置。電柱
の地中化計画の推進。大型商業施設跡地利用。

議席番号　11番

黛　浩之 議員
① 53歳
② 無所属
③ ２回
④ 長浜町
⑤ 自営業（水道工事業）
⑥ サイクリング、スポーツ観戦
⑦ ひと・まち・自然、全部
⑧ �徹底した町民目線・町民第一の姿勢で諸課題
の解決に努め、町の素晴らしい資源と魅力を
活かし、活力溢れる上里町を目指します。

議席番号　14番

沓澤　幸子 議員
① 66歳
② 日本共産党
③ ７回
④ 八町河原
⑤ 無職
⑥ 読書、小物づくり
⑦ 自然が豊かで気候が安定しているところ
⑧ �平和・くらし・子育て支援の充実・ジェンダー
平等・気候危機問題を重視し、誰もが安心と
幸せを実感できる町づくりに努めたい。

議席番号　12番

齊藤　崇 議員
① 74歳
② 無所属
③ ３回
④ 藤木戸
⑤ 農業
⑥ 読書
⑦ 将来性が秘められているところ
⑧ あきらめず一歩ずつ。

議席番号　８番

猪岡　壽 議員
① 73歳
② 無所属
③ ３回
④ 一丁目
⑤ 会社役員
⑥ ゴルフ、スポーツ観戦
⑦ 将来性が沢山あるところ
⑧ 若者が夢と希望を持って暮らせる町にしたい。

議席番号　７番

髙橋　仁 議員
① 71歳
② 無所属
③ ７回
④ 久保新田
⑤ 農業
⑥ 柔道
⑦ 交通の便が良く、災害が少ないところ
⑧ �少子高齢社会が進む中で、笑顔で夢と希望が
持てるきめ細やかな町づくりの推進に取り組
みたい。

議席番号　13番

植原　育雄 議員
① 73歳
② 無所属
③ ４回
④ 東堤
⑤ 農業
⑥ ドライブ、カラオケ
⑦ 自然が豊かで災害が少ないところ
⑧ 人事を尽くして天命を待つ。

議席番号　９番

高橋　正行 議員
① 75歳
② 無所属
③ ５回
④ 本郷一
⑤ 会社役員
⑥ スポーツ
⑦ 安心安全
⑧ 全力投球で議会活動をいたします。

議席番号　10番
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黛
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

戸
矢
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

第２回
５月
臨時会
５月２日・６日

議長に黛浩之議員、副議長に戸矢隆光議員を選出

５
月
臨
時
会
は
、
５
月
２
日
・
６
日
の
２
日
間

の
会
期
で
行
わ
れ
、
議
長
選
挙
、
副
議
長
選
挙
、

５
件
の
町
長
提
出
議
案
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

◆
◆ 

選
挙
・
選
任 

◆
◆

結
果

結
果

 

上
里
町
議
会
議
長
選
挙（
投
票
）

　
　

�

黛　
　

浩
之　

13
票

�

白　

票　
　
　

１
票

 

上
里
町
議
会
副
議
長
選
挙（
投
票
）

　
　

 �

戸
矢　

隆
光　

13
票

 �

白　

票　
　
　

１
票

　

こ
の
た
び
令
和
４
年
第
２
回
臨

時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
の
要

職
を
賜
り
ま
し
た
黛
浩
之
で
す
。

就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
一
言
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
は
じ
め
、
地
方
活
性
化
対

策
、
地
域
防
災
力
の
強
化
、
少
子

高
齢
化
対
策
な
ど
地
方
自
治
体
に

課
せ
ら
れ
た
課
題
は
山
積
し
て
お

　

こ
の
た
び
、
令
和
４
年
第
２
回

臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の

ご
推
挙
に
よ
り
、
副
議
長
を
務
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
戸
矢
隆
光

で
す
。
身
に
余
る
栄
誉
で
あ
り
ま

す
と
と
も
に
、
そ
の
職
責
の
重
さ

を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

地
方
創
生
、
防
災
・
危
機
管
理

り
、
議
会
が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
責
任
は
、
今
後
も
益
々
大

き
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
議
会
と
し
ま
し
て

は
、
町
の
施
策
を
し
っ
か
り
と
監

視
・
評
価
す
る
だ
け
で
な
く
、
議

会
自
ら
が
政
策
立
案
等
に
係
る
機

能
を
十
分
に
発
揮
し
、
町
民
の
皆

様
の
暮
ら
し
を
お
守
り
す
る
た
め

に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
上
里
町
議
会
で
は
、
議

会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
わ
か
り

や
す
い
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

議
会
改
革
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
生
活
様
式
が

大
き
く
様
変
わ
り
す
る
中
で
も
歩

み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
し
っ
か

り
と
し
た
議
論
を
重
ね
、
議
会
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る

議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
活
力

あ
る
ま
ち
上
里
、
伸
び
ゆ
く
ま
ち

上
里
を
町
長
は
じ
め
町
執
行
部
と

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
創
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

対
策
、
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
、

今
日
の
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
く
、
一
方
で
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
収
束
に
向
け
、
尚
一

層
の
取
り
組
み
を
進
め
る
ほ
か
、

デ
ジ
タ
ル
化
等
、
時
代
に
即
し
た

取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
り
、
議
会
の
果
た
す
べ
き

役
割
は
一
層
重
要
で
あ
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る

た
め
、
議
長
を
支
え
、
公
平
・
円

滑
な
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
（
承
認
第
４
号
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
議

案
第
30
号
）

要
旨

要
旨◆

◆ 
契
　
　
約 

◆
◆

◆
◆ 

専
決
処
分 

◆
◆

上里町議会委員会構成

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
（
承
認
第
３
号
）

令和4年5月2日現在

議　長　　黛　　浩之
副議長　　戸矢　隆光

要
旨 児

玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏

組
合
議
員
選
挙

結
果

　
　
　

指
名
推
薦
に
よ
り
、
黛
浩

之
議
員
、
戸
矢
隆
光
議
員
が
当
選

し
ま
し
た
。

　
　
　

上
里
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
、
３
月
31
日
に
専
決
処
分

し
た
の
で
承
認
を
求
め
る
も
の
で

す
。

本
庄
上
里
学
校
給
食
組
合

議
員
選
挙

結
果

　
　
　

指
名
推
薦
に
よ
り
、
石
井

慎
也
議
員
、
伊
藤
覚
議
員
、
金
子

義
則
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
・

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の

選
任

　
　
　
（
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

監
査
委
員
の
選
任

要
旨

　
　
　

監
査
委
員
で
あ
る
植
原
育

雄
議
員
が
令
和
４
年
４
月
30
日
に

任
期
満
了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、

新
た
に
新
井
實
議
員
を
監
査
委
員

と
し
て
選
任
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

神
流
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ロ
ー

ド
築
造
工
事
に
つ
い
て
工
事
請
負

契
約
を
締
結
を
す
る
も
の
で
す
。

（
契
約
金
額
）

�

１
億
４
０
２
７
万
２
千
円

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
議

案
第
29
号
）

要
旨

　
　
　

上
里
町
立
上
里
北
中
学
校

体
育
館
等
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の

で
す
。

（
契
約
金
額
）

�

２
億
７
３
２
６
万
９
千
７
百
円

　
　
　

上
里
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
３
月

31
日
に
専
決
処
分
し
た
の
で
承
認

を
求
め
る
も
の
で
す
。

5月臨時会　議案に対する各議員の賛否
議　員　名

議　案

石
井
慎
也

伊
藤　

覚

金
子
義
則

戸
矢
隆
光

髙
橋
勝
利

飯
塚
賢
治

猪
岡
　
壽

齊
藤
　
崇

植
原
育
雄

高
橋
正
行

新
井
　
實

沓
澤
幸
子

髙
橋
　
仁

黛
　
浩
之

結　
　

果
専決処分の承認を求めること（承認第３号） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

議　
　
　

長

承
認

専決処分の承認を求めること（承認第４号） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇×〇 承
認

工事請負契約の締結（議案第29号） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 可
決

工事請負契約の締結（議案第30号） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 可
決

監査委員の選任 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇－〇〇 同
意

※議長は議事進行を行うため、可否同数の場合のみ表決に参加します。� （〇賛成　×反対　－除斥）

区　　分 総務経済常任委員会 文教厚生常任委員会 広報広聴常任委員会 議会運営委員会

委 員 長 植原　育雄 髙橋　勝利 齊藤　　崇 猪岡　　壽
副委員長 石井　慎也 伊藤　　覚 伊藤　　覚 金子　義則

委　　員

猪岡　　壽 金子　義則 石井　慎也 飯塚　賢治

齊藤　　崇 飯塚　賢治 髙橋　勝利 高橋　正行

高橋　正行 沓澤　幸子 植原　育雄 新井　　實

新井　　實 髙橋　　仁 髙橋　　仁 沓澤　幸子

戸矢　隆光 黛　　浩之 戸矢　隆光
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第1回
3月
定例会
3月4日～22日

令和４年度一般会計・特別会計・企業会計の当初予算を可決

３
月
定
例
会
は
、
３
月
４
日
に
開
会
さ
れ
、
議
員
６
名
の
一
般
質
問
と

町
長
提
出
議
案
・
承
認
等
32
件
を
審
議
し
て
22
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

◆
◆ 

専
決
処
分 

◆
◆

◆
◆ 

条
　
　
例 

◆
◆

要
旨

上
里
町
第
１
号
会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末

手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
及
び
上
里
町
第

２
号
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
（
承
認
第
１
号
）

要
旨

　
　
　

一
般
会
計
予
算
に
お
い
て

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
事
業
に
係
る
増
額
補
正
に
つ
い

て
承
認
す
る
も
の
で
す
。

◆
◆ 

契
　
　
約 

◆
◆

工
事
請
負
契
約
の
変
更

要
旨

　
　
　
（
仮
称
）
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ロ
ー
ド
築
造
工
事
に
つ
い
て
、
１

７
２
万
１
千
５
百
円
の
増
額
変
更

を
行
う
も
の
で
す
。

◆
◆ 

道
路
線
廃
止
・
認
定 

◆
◆

上
里
町
町
道
路
線
の
認
定

上
里
町
町
道
路
線
の
廃
止

要
旨

要
旨

　
　
　

道
路
形
状
が
な
く
、
払
い

下
げ
の
予
定
の
あ
る
２
路
線
を
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

道
路
用
地
の
収
用
及
び
寄

附
採
納
等
に
よ
り
、
５
路
線
を
認

定
す
る
も
の
で
す
。

上
里
町
下
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

要
旨

　
　
　

月
の
中
途
の
使
用
開
始
及

び
中
止
等
の
際
の
下
水
道
料
金
の

算
定
方
法
を
変
更
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

上
里
町
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
及
び
服
務
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

要
旨

　
　
　

消
防
団
員
の
出
動
報
酬
を

創
設
す
る
た
め
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

上
里
町
水
道
事
業
及
び
公
共
下

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

要
旨

　
　
　
「
上
里
町
公
共
下
水
道
全

体
計
画
」
に
定
め
た
事
業
計
画
の

見
直
し
に
よ
る
所
要
の
改
正
を
行

上
里
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

要
旨

　
　
　

長
幡
児
童
館
の
複
合
化
計

画
に
伴
い
、
児
童
館
で
実
施
し
て

き
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
長
幡

上
里
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

要
旨

　
　
　
「
非
常
勤
職
員
の
育
児
休

業
等
の
取
得
要
件
の
緩
和
」
及

び
「
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い

勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置

等
」
に
関
す
る
規
定
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。

上
里
町
要
介
護
高
齢
者
介

護
手
当
支
給
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

要
旨

　
　
　

要
介
護
高
齢
者
介
護
手
当

の
支
給
に
関
し
て
、
要
介
護
高
齢

者
の
要
件
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
介
護
者
へ
の
慰
労
及
び
在

宅
介
護
の
増
進
を
図
る
も
の
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
（
承
認
第
２
号
）

要
旨

　
　
　

一
般
会
計
予
算
に
お
い
て

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
事
業
に
係
る
増

額
補
正
に
つ
い
て
承
認
す
る
も
の

で
す
。

う
も
の
で
す
。

小
学
校
で
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　

国
の
経
済
対
策
を
踏
ま
え

た
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
料
、
報
酬
等
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
◆ 

そ
の
他 

◆
◆

第
５
次
上
里
町
総
合
振
興

計
画
基
本
構
想
の
変
更

要
旨

　
　
　

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
８
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◆
◆ 

令
和
４
年
度
補
正
予
算 

◆
◆

上
里
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

◆
◆ 

令
和
３
年
度
補
正
予
算 

◆
◆

上
里
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
11
号
）

概
要

概
要

区分 会　計　名 令和４年度予算額 令和３年度予算額 増減率

一　般　会　計 9,613,000 9,032,000 6.4%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 3,128,878 3,042,173 2.9%

介 護 保 険 2,138,787 1,957,318 9.3%

後 期 高 齢 者 医 療 370,881 316,088 17.3%

農 業 集 落 排 水 事 業 21,688 16,647 30.3%

企
業
会
計

水 道 事 業 970,676 919,119 5.6%

下 水 道 事 業 609,420 506,229 20.4%

（単位：千円）

※水道事業及び下水道事業は、収益的支出と資本的支出の合計額です。

令和４年度一般会計・特別会計・企業会計
当初予算集計表

◆
◆ 

決
　
　
議 
◆
◆

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍

事
侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議（
案
）

要
旨

　
　
　

上
里
町
議
会
と
し
て
抗
議

の
意
思
を
表
明
す
る
も
の
で
す

（
詳
細
は
９
ペ
ー
ジ
）。

◆
◆ 

議
員
提
出
条
例 

◆
◆

上
里
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

要
旨

　
　
　

さ
ら
な
る
議
員
の
政
治
倫

理
の
確
立
と
民
主
的
な
町
政
の
発

展
に
寄
与
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
◆ 
令
和
４
年
度
予
算 

◆
◆

要
旨

　
　
　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介
護

保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
、
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、

下
水
道
事
業
会
計
を
慎
重
審
議
の

う
え
可
決
し
ま
し
た
。（
下
表
参

照
）

　

な
お
、
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

は
、「
広
報
か
み
さ
と
４
月
号
」

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
省
略

い
た
し
ま
す
。

　
　
　

主
な
歳
出
の
補
正
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・�

上
水
道
経
営
健
全
化
事
業
（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
水
道

料
金
等
減
免
に
要
す
る
経
費
）

�

７
３
９
０
万
円

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
応
援
事
業
（
学
校
給
食
費

臨
時
補
助
金
）

�

３
５
１
３
万
２
千
円

　

一
般
会
計
の
他
、
水
道
事
業
会

計
の
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
億

７
１
９
７
万
３
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
１
４
億
７
９
０
３
万
７
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。
主
な
歳
出
の
補

正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
中
学
校
管
理
運
営
事
業

　
（�

上
里
北
中
学
校
体
育
館
等
改

修
に
伴
う
工
事
請
負
費
等
）

�

３
億
１
１
５
３
万
４
千
円

・�

公
共
施
設
等
用
地
取
得
及
び
施

設
費
整
備
基
金
積
立
金

�

２
億
８
５
７
万
６
千
円

・
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ロ
ー
ド
事
業

�

１
億
６
６
６
６
万
７
千
円

埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
の
規
約
変
更

要
旨

　
　
　

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
の

名
称
変
更
に
伴
い
、
規
約
を
変
更

す
る
も
の
で
す
。

・
減
債
基
金
積
立
金

�

１
億
６
２
７
０
万
９
千
円

・
教
育
施
設
整
備
基
金
積
立
金

�

１
億
円

　

一
般
会
計
の
他
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会

計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
、
下
水
道
事
業
会

計
の
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
後
期
基

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
基
本

構
想
の
一
部
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。

令和４年６月 No.95
かみさと議会だより7



※議長は議事進行を行うため、可否同数の場合のみ表決に参加します。� （〇賛成　×反対）

反
対

反
対

賛
成

賛
成

討
　
　
論

３月定例会　議案に対する各議員の賛否
議　員　名

議　案

黛　

浩
之

髙
橋
茂
雄

髙
橋
勝
利

飯
塚
賢
治

仲
井
静
子

猪
岡　

壽

齊
藤　

崇

植
原
育
雄

植
井
敏
夫

高
橋
正
行

納
谷
克
俊

沓
澤
幸
子

髙
橋　

仁

新
井　

實

結　
　

果
専決処分の承認を求めること（承認第1号） ○○○○○

議　
　
　
　

長

○○○○○○○○承
認

専決処分の承認を求めること（承認第2号） ○○○○○ ○○○○○○○○承
認

上里町水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町消防団員の定員、任免、給与及び服務等に関する条例の一部を改正する条例 ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町放課後児童健全育成事業に関する条例の一部を改正する条例 ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町下水道条例の一部を改正する条例 ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町要介護高齢者介護手当支給条例の一部を改正する条例 ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例及び
上里町第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○○○○○ ○○○○○○○○可

決

第５次上里町総合振興計画基本構想の変更 ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町町道路線の廃止 ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町町道路線の認定 ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

工事請負契約の変更 ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

埼玉県市町村総合事務組合の規約変更 ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

令
和
３
年
度

上里町一般会計補正予算（第１１号） ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町介護保険特別会計補正予算（第３号） ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町水道事業会計補正予算（第３号） ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町下水道事業会計補正予算（第２号） ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

令
和
４
年
度

上里町一般会計予算 ○○○○○ ×○○○××○○可
決

上里町国民健康保険特別会計予算 ○○○○○ ○○○○○×○○可
決

上里町介護保険特別会計予算 ○○○○○ ○○○○○×○○可
決

上里町後期高齢者医療特別会計予算 ○○○○○ ○○○○○×○○可
決

上里町農業集落排水事業特別会計予算 ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町水道事業会計予算 ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町下水道事業会計予算 ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

令和４年度上里町一般会計補正予算（第１号） ○○○○○ ○○○○○○○〇可
決

令和４年度上里町水道事業会計補正予算（第１号） ○○○○○ ○○○○○○○○可
決

上里町議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例 ○○○○○ ○○○○○○○〇可
決

ロシアによるウクライナ軍事侵攻に抗議する決議（案）○○○○○ 〇〇〇〇〇〇〇〇可
決

× 　

�

齊
藤　
崇 

議
員

長
幡
児
童
館
複
合
化
事
業
及

び
保
健
セ
ン
タ
ー
等
３
館
複

合
化
建
替
え
計
画
の
具
体
案

が
見
え
て
こ
な
い
。
駅
北
ま

ち
づ
く
り
は
原
点
に
戻
り
議

論
す
べ
き
。

〇 　

�

植
原
育
雄 

議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
な
が
ら

基
本
理
念
・
目
標
に
沿
っ
た

事
業
へ
予
算
配
分
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

× 　

�

沓
澤
幸
子 

議
員

駅
北
ま
ち
づ
く
り
は
落
ち
着

い
た
議
論
な
し
に
イ
メ
ー
ジ

が
先
行
し
て
い
る
。
こ
む
ぎ

っ
ち
号
の
現
状
の
ま
ま
で
の

延
長
は
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い
。

〇 　

�

髙
橋
勝
利 

議
員

駅
北
ま
ち
づ
く
り
は
町
が
賑

い
を
取
り
戻
す
た
め
、
町
長

の
姿
勢
を
町
民
に
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

令
和
４
年
度
上
里
町
一

般
会
計
予
算
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受賞おめでとうございます

請願・陳情について　― 皆さんからの政策提案 ―

上里町議会は、以下の決議により抗議の意思を表明いたします。

　児玉郡町議会議長会より、新井實議員・納谷克俊
議員が在職20年、高橋正行議員が在職15年にわたり、
地方自治の進展に寄与された功績により表彰されまし
た。

（写真は新井實議員㊧と高橋正行議員㊨）

詳しくは上里町議会事務局
までお問合せください。

　町政に関するご意見やご要望をどなたでも陳情・請願として、文書で町議会に提出することが
できます。
　請願・陳情は、担当する委員会（総務経済常任委員会または文教厚生常任委員会）で審査され
ます。提案者は審査において意見を述べることもできます（上里町議会基本条例第 6条第 4項）。
その後本会議で採択するかどうか決定され、採択された場合は町長や関係行政庁に実行を求める
ことができます。

　請願は憲法で保証された権利で、議員の紹介を必要とします。
　陳情は議員の紹介のないもので、議会運営委員会でその内容が
請願に適合するとされた場合、原則として請願に準じて取り扱わ
れます。

請願と陳情の違い

ロシアによるウクライナ軍事侵攻に抗議する決議
　国際社会が強く自制を求めるなか、２月24日に始まったロシアによるウクライナへの軍事
侵攻は、国際社会の平和と秩序、安全を脅かすものであり、断じて容認することはできない。
　ロシア軍の攻撃により、子どもを含む多くの市民の命が奪われていることは決して許され
る行為ではない。また、ロシアのプーチン大統領が、核兵器の使用を示唆したことは、ウク
ライナ国民だけでなく、我が国の被爆者をはじめ、核兵器の廃絶を求める全ての人々の願い
を踏みにじる行為であり、唯一の被爆国民として断じて許せず、厳しく抗議する。
　上里町は1989年12月１日に宣言した「核兵器のない平和で健康的な都市づくり宣言」の
理念に基づき、ロシアによるウクライナへの攻撃や主権侵害に対し厳重に抗議の意を表する
とともに、これ以上、尊い命と平和な暮らしを理不尽に奪うことがないよう、軍の即時撤収
と国際法の順守を強く求める。 
　政府においては、現地在留邦人の安全確保に努めるとともに、国際社会と緊密に連携した
ウクライナへの人道支援と、毅然たる態度でロシアに対して制裁措置の徹底及び強化を図り、
無条件でのロシア軍の完全撤退に万全を尽くし、早期に平和的解決を図るよう強く要請する。

　令和４年３月22日� 上里町議会　
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映像配信

一般質問
納谷　克俊

バランスの取れた事業推進に取り組む

問 優先順位づけによる事業の選択と集中は

答

神
保
原
駅
北
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

事
業
の
選
択
と
集
中
に
つ

い
て

質問 １質問

質問 2質問

問　
基
本
構
想
（
案
）
を
基
に
住

民
説
明
・
意
見
交
換
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
動
画
で
説
明
を
し
て
、

意
見
を
頂
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
意
見
・
要
望
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

答　

住
民
説
明
・
意
見
交
換
会
に

は
41
名
の
方
に
参
加
頂
き
、
広
報

等
で
募
集
し
た
意
見
書
は
32
名
の

方
か
ら
提
出
頂
き
ま
し
た
。

　

意
見
の
内
容
は
、
神
保
原
駅
北

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
具

体
的
な
整
備
内
容
や
情
報
発
信
に

関
す
る
ア
イ
デ
ア
な
ど
が
多
く
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
の
後
押
し
に
な

る
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

問　
基
本
構
想
（
案
）
の
中
で
ま

ち
な
か
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
箇
所
の
土
地
利

用
及
び
整
備
方
針
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答　

ま
ち
な
か
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
大

型
商
業
施
設
跡
地
及
び
郵
便
局
周

辺
の
土
地
利
用
と
整
備
方
針
に
つ

い
て
は
、
公
共
的
施
設
の
整
備
や

交
流
機
能
、
医
療
機
能
、
教
育
機

関
な
ど
の
誘
導
と
し
て
い
ま
す
。

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
や
住
民
説
明
・

意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

に
よ
り
皆
様
の
意
見
を
頂
き
な
が

ら
、
神
保
原
駅
北
の
将
来
像
の
実

現
に
向
け
た
整
備
内
容
を
検
討
し
、

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
と
し
て
取

り
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

問　
町
に
限
ら
ず
国
、
県
も
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
、
住
民
ニ
ー

ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
最
大
の
効

果
を
発
揮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
予
算
書
を
見

て
も
多
く
の
事
業
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
駅
北
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
町
の
財
政
状
況

を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

　
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ

る
保
健
セ
ン
タ
ー
の
複
合
化
も
実

施
す
る
た
め
に
は
お
金
が
か
か
り

ま
す
。
工
業
団
地
ア
ク
セ
ス
道
路
、

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ロ
ー
ド
、
三
田
中

通
り
線
、
藤
木
戸
・
勝
場
線
、
三

田
、
京
塚
、
三
軒
、
古
新
田
地
区

の
雨
水
排
水
の
問
題
、
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
周
辺
地
区
整
備
事
業
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
優
先
順
位
を
つ
け
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

答　

ま
ず
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
、
町
民
の
生
命
、

健
康
維
持
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
最
優
先
と
し
て
各
分
野
に
お
い

て
事
業
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
各
分
野
の
事

業
に
つ
い
て
は
取
捨
選
択
な
優
先

順
位
は
つ
け
ず
に
、
社
会
変
化
を

し
っ
か
り
と
捉
え
た
上
で
、
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
事
業
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　
構
想
段
階
で
想
定
さ
れ
て
い

る
概
算
の
事
業
期
間
、
事
業
費
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
事
業
期
間
も

予
算
も
関
係
な
い
の
で
あ
れ
ば
絵

に
描
い
た
餅
で
す
。
あ
る
程
度
想

定
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

答　

基
本
構
想
は
駅
北
の
将
来
像

や
整
備
方
針
を
示
し
た
も
の
で
あ

り
、
今
後
具
体
的
な
計
画
を
検
討

す
る
中
で
算
出
し
ま
す
。

問　
構
想
段
階
で
多
く
の
意
見
を

頂
か
な
い
と
変
更
が
難
し
く
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
今
後
の
タ
イ
ム
ス

答答

答

答

答

問問

問

問

問
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映像配信

一般質問
飯塚　賢治

スポーツ種目を問わず協働実施できる事業を増やす

問 プロスポーツチームとの連携について

答

環
境
問
題
に
つ
い
て

町
の
活
性
化
に
つ
い
て

防
災
教
育
に
つ
い
て

質問 １質問

質問 2質問

質問 3質問

問　
２
０
２
２
年
４
月
よ
り
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
と
リ
サ
イ

ク
ル
促
進
を
目
的
と
す
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
が
施
行

さ
れ
る
。
未
来
の
世
代
を
守
る
た

め
、
上
里
町
に
お
い
て
も
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
を
行
い
、

さ
ら
な
る
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
を
推

進
し
、
環
境
問
題
に
よ
り
積
極
的

に
取
り
組
む
姿
勢
を
明
ら
か
に
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減

に
つ
い
て
は
様
々
な
機
会
を
と
ら

え
て
周
知
し
て
い
く
。
埼
玉
県
プ

ラ
ご
み
ゼ
ロ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
展
開

に
よ
り
、
県
と
の
連
携
を
深
め
る

と
と
も
に
、
先
進
自
治
体
の
事
例

を
参
考
に
し
、
プ
ラ
ご
み
削
減
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、
環
境
が

整
え
ば
、
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
に

つ
い
て
検
討
し
て
積
極
的
に
進
め

た
い
。

問　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
過
程

で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
の
ご
み
混

問　
今
後
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

問　
学
校
は
、
災
害
時
に
は
地
域

の
避
難
場
所
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
防
災
教
育
は
地
域
防
災

と
一
体
の
取
組
と
し
て
重
要
と
考

え
る
。
学
校
運
営
協
議
会
が
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
を
生

か
し
、
児
童
・
生
徒
と
地
域
住
民

が
交
わ
っ
た
防
災
教
育
を
提
案
し

た
い
。

答　

教
育
長　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
、
学
校
運
営
協
議
会
は
、

年
５
・
６
回
行
っ
て
い
る
が
、
学

校
運
営
全
般
の
議
題
が
多
く
、
防

災
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
議
題
に
上

が
っ
て
い
な
い
。
先
進
的
に
進
め

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
得
な
が
ら
、
さ

ら
に
住
民
、
地
域
と
結
び
つ
い
た

防
災
教
育
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

入
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
調
査

で
は
、
屋
外
設
置
自
販
機
の
リ
サ

イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
内
の
異
物
混
入

率
は
31
％
で
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
や

流
通
事
業
者
が
自
主
的
に
費
用
、

労
働
等
を
負
担
し
処
理
し
て
い
る
。

こ
れ
は
一
般
廃
棄
物
と
な
り
、
本

来
は
市
町
村
に
処
理
す
る
責
任
が

出
て
く
る
と
考
え
る
が
、
町
の
対

応
は
。

答　

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
お

け
る
異
物
混
入
に
つ
い
て
は
、
国

か
ら
は
事
業
者
と
行
政
が
協
力
し

て
問
題
解
決
す
べ
き
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
項
目

の
中
に
環
境
問
題
が
し
っ
か
り
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
早
急
に
各

種
広
報
媒
体
を
利
用
し
た
り
、
啓

発
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
町

で
は
ご
み
で
は
な
く
資
源
と
し
て

取
組
む
具
体
的
な
活
動
を
今
後
進

め
て
ま
い
り
た
い
。

向
け
て
、
町
の
活
性
化
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ジ
ャ
ン
ル
は

問
わ
ず
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

と
の
連
携
に
つ
い
て
、
西
武
ラ
イ

オ
ン
ズ
の
他
に
、
も
う
少
し
増
や

し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答　

第
５
次
上
里
町
総
合
振
興
計

画
の
基
本
構
想
で
は
、
基
本
目
標

の
１
つ
に
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
を
掲
げ
て
お
り
、
目
標
と
す
る

姿
と
し
て
、
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
活

動
が
展
開
さ
れ
、
健
康
で
充
実
し

た
生
活
を
送
る
人
が
増
え
て
い
る

と
示
し
て
い
る
。
今
後
、
プ
ロ
、

ア
マ
や
ス
ポ
ー
ツ
種
目
を
問
わ
ず
、

協
働
実
施
で
き
る
事
業
を
増
や
し
、

ス
ポ
ー
ツ
が
持
つ
人
を
集
め
る
力
、

夢
中
に
さ
せ
る
力
を
利
用
し
、
町

民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
町
の
活

性
化
に
つ
な
げ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
向
け
、
心
身
と
も
に
元
気
な

町
と
し
て
、
地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
を

応
援
し
て
い
き
た
い
。

答

答

答

答

問問

問

問
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映像配信

一般質問
沓澤　幸子

試験的に役場庁舎周辺を検討中

問 各地域にごみステーションの設置を

答

温
暖
化
対
策
と
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
に
つ
い
て

く
ら
し
を
守
る
対
策
に

つ
い
て

質問 1質問

質問 2質問

問　
第
２
次
上
里
町
環
境
基
本
計

画
の
見
直
し
で
、
地
球
温
暖
化
対

策
の
２
計
画
が
追
加
さ
れ
、Ｃ
Ｏ
 2

削
減
目
標
は
国
に
合
わ
せ
ま
し
た
。

こ
の
目
標
は
最
低
限
の
目
標
で

１
０
０
％
達
成
が
必
要
で
す
。
町

長
の
見
解
は
。

答　

ご
指
摘
の
通
り
、
国
の
目
標

は
達
成
す
べ
き
最
低
限
の
基
準
と

考
え
、
こ
の
目
標
値
を
基
準
に
高

み
を
目
指
す
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
る
。

問　
温
暖
化
対
策
は
全
町
民
が
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。
環
境
基
本
計
画
の
出

前
講
座
を
実
施
し
、
関
心
あ
る
人

を
募
り
、
分
別
方
法
・
Ｐ
Ｒ
方
法

に
参
加
を
求
め
て
は
。
各
地
域
に

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
資

源
回
収
の
拠
点
を
つ
く
っ
て
は
。

字
の
集
会
所
や
ご
み
集
積
所
に
看

板
を
設
置
し
Ｐ
Ｒ
を
。
大
型
店
舗

に
分
別
品
目
の
拡
大
要
請
を
。

答　

温
暖
化
対
策
は
世
界
レ
ベ
ル

の
変
革
と
同
時
に
、
一
人
ひ
と
り

問　
４
月
か
ら
国
保
税
、
10
月
か

ら
水
道
料
金
の
値
上
げ
を
据
え
置

く
か
特
別
対
策
で
補
填
す
る
考
え

は
。
国
保
の
均
等
割
り
軽
減
は
就

学
未
満
児
が
対
象
だ
が
、
18
歳
ま

の
意
識
改
革
も
不
可
欠
。
着
実
に

実
行
し
て
い
く
機
運
を
醸
成
す
る

の
が
町
の
役
割
。
地
区
ご
と
に
リ

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
サ

イ
ク
ル
庫
を
設
置
す
る
こ
と
も
１

つ
の
方
法
と
考
え
る
。
試
験
的
に

役
場
庁
舎
正
面
玄
関
北
側
駐
車
場

周
辺
を
検
討
中
。
町
内
の
大
型
量

販
店
に
も
協
力
要
請
の
必
要
が
あ

る
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
出
前
講

座
の
よ
う
な
形
で
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と

思
う
。

問　
２
０
５
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
 2

排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
挑
戦
す
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
の
意
思

表
明
を
。

答　

ご
み
ゼ
ロ
を
踏
み
込
ん
だ
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
も
含
め
、

で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
宣
言
し

で
の
軽
減
を
町
で
実
施
し
た
上
で

国
に
求
め
て
は
ど
う
か
。
水
道
料

金
は
所
得
に
応
じ
た
軽
減
基
準
の

設
定
を
。

答　

国
保
税
の
負
担
軽
減
は
、
県

の
国
保
運
営
方
針
で
令
和
９
年
ま

で
に
県
の
標
準
税
率
ま
で
引
き
上

げ
る
必
要
が
あ
る
。
水
道
事
業
は

独
立
採
算
制
で
あ
り
負
担
軽
減
を

恒
常
的
に
は
で
き
な
い
が
、
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
に
伴
う
町
独
自
支
援

事
業
の
様
な
減
免
は
今
後
も
検
討

す
る
。

問　
消
費
税
納
税
が
免
除
さ
れ
て

い
た
小
規
模
事
業
者
が
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
よ
り
税
負
担
が
発
生

し
、
登
録
し
な
い
と
取
引
に
不
利

益
が
生
じ
る
心
配
も
あ
る
。
町
内

の
影
響
は
ど
う
か
。
説
明
会
だ
け

で
な
く
、
困
っ
て
い
る
人
の
意
見

を
慎
重
に
聞
く
こ
と
で
、
国
に
言

う
必
要
も
出
て
く
る
の
で
は
。

答　

町
内
の
事
業
者
が
取
り
残
さ

れ
な
い
よ
う
施
策
等
の
周
知
、
広

報
に
努
め
た
い
。
令
和
５
年
10
月

か
ら
な
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

も
含
め
理
解
し
て
い
く
よ
う
努
め

た
い
。

た
い
。

問　
徳
島
県
上
勝
町
は
「
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
端
の
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
に
、
持
ち
込
み
も
持
ち

帰
り
も
無
料
の
不
用
品
が
置
か
れ
、

布
地
は
リ
メ
イ
ク
し
て
販
売
も
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
上
里
で
も
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
管
理
者
を
置

く
こ
と
で
交
流
の
場
に
な
り
、
不

用
品
の
有
効
活
用
と
資
源
分
別
の

促
進
に
つ
な
が
る
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
を
。

答　

社
会
福
祉
協
議
会
で
、
不
要

で
使
え
る
家
電
製
品
を
必
要
な
方

に
提
供
す
る
事
業
を
開
始
し
て
い

る
。
他
の
製
品
の
再
利
用
も
調
査

研
究
し
た
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
や
れ
る
か
ど
う
か

は
可
能
性
を
研
究
し
て
い
く
。

問 答答

答

問

問

答

答答

問問

問
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映像配信

一般質問
齊藤　崇

文科省の指導要領に則り生徒にしっかり教育

問 令和４年４月に成人年齢が18歳に引き下げ決定

答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
第
６
波
の
感
染
拡
大

に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
町

独
自
の
支
援
策
は

質問 2質問

質問 3質問

問　
更
な
る
感
染
拡
大
防
止
策
に

つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
広
が
っ
た

今
年
１
月
か
ら
現
在
ま
で
に
多
数

の
新
規
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
い

る
状
況
だ
。
感
染
拡
大
を
防
止
す

る
た
め
町
で
は
国
、
県
か
ら
発
表

さ
れ
た
通
知
、
方
針
に
基
づ
き
対

応
方
針
を
定
め
て
い
る
。
基
本
的

な
無
理
の
な
い
感
染
拡
大
防
止
、

マ
ス
ク
の
着
用
を
始
め
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
推
進
な
ど
、
保
育
所
、
学

校
に
お
い
て
は
分
散
保
育
、
短
縮

授
業
、
学
級
閉
鎖
等
で
対
応
し
て

い
る
。

答　

教
育
長　
１
月
24
日
に
は
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
に
伴
う
小

問　
町
内
農
業
従
事
者
に
対
す
る

農
業
担
い
手
応
援
給
付
金
は
終
了

し
た
が
、
そ
の
後
の
支
援
策
は
。

答　

認
定
農
業
者
等
に
対
し
５
万

円
を
給
付
す
る
町
内
農
業
担
い
手

給
付
金
事
業
を
令
和
２
年
度
よ
り

実
施
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度
に

お
い
て
も
第
２
弾
の
給
付
金
事
業

と
し
て
同
様
の
事
業
を
実
施
し
た
。

令
和
３
年
度
の
給
付
金
事
業
に
関

中
学
校
の
保
護
者
に
対
応
を
周
知

し
、
３
学
期
の
授
業
参
観
の
中
止

や
卒
業
式
の
保
護
者
参
加
人
数
の

制
限
等
、
新
規
感
染
者
発
生
時
の

対
応
等
の
協
力
を
要
請
し
た
。
更

に
重
点
措
置
期
間
が
終
わ
る
３
月

６
日
ま
で
（
実
際
は
21
日
ま
で
延

長
）
学
校
の
実
態
に
応
じ
、
短
縮

授
業
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

各
学
校
で
は
授
業
の
遅
れ
が
生
じ

な
い
よ
う
に
行
事
や
日
課
を
工
夫

し
対
応
し
て
お
り
、
感
染
対
策
を

講
じ
な
が
ら
学
び
を
止
め
ず
に
教

育
活
動
を
進
め
て
い
く
。

し
て
は
、
申
請
期
限
は
令
和
４
年

１
月
31
日
ま
で
だ
っ
た
が
、
令
和

３
年
度
産
の
米
価
が
大
き
く
下
落

し
た
事
を
考
慮
し
、
多
方
面
か
ら

助
言
を
い
た
だ
き
支
援
策
の
検
討

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
申
請
期

間
の
延
長
な
ど
給
付
金
事
業
の
拡

充
、
米
作
農
家
の
支
援
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

質問 １質問問　
改
正
民
法
が
施
行
さ
れ
、
成

人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

る
と
我
が
町
で
は
ど
れ
位
の
人
が

成
人
の
対
象
に
な
る
の
か
。

答　

３
月
現
在
で
18
歳
と
19
歳
の

合
計
６
６
３
人
が
対
象
に
な
る
。

問　
成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

が
。

答　

消
費
者
教
育
や
周
知
・
啓
発

活
動
を
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会

教
育
に
お
い
て
は
各
種
講
座
に
講

師
派
遣
を
活
用
、
啓
発
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
と
配
布
、
更
な
る
周

知
と
啓
発
活
動
を
検
討
す
る
。

問　
教
育
面
で
は
ど
の
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
の
か
。
教
育
の
場
に

お
い
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
事
前

準
備
が
必
要
と
考
え
る
。

答　

教
育
長　
現
在
、
小
中
学
校

に
お
い
て
社
会
と
公
民
の
教
科
書

を
用
い
て
学
習
し
、
同
時
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
し
、
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
啓
発
し
て
い
る
。

小
中
学
生
が
18
歳
に
な
っ
た
時
に
、

自
分
で
考
え
て
行
動
が
で
き
る
よ

う
教
育
を
実
践
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
る
。

問　
町
内
の
中
小
商
工
業
者
に
対

す
る
町
独
自
の
支
援
策
は
。

答　

令
和
２
年
度
よ
り
様
々
な
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。
事
業
者
の

資
金
繰
り
を
支
援
す
る
利
子
及
び

信
用
保
証
料
補
助
事
業
で
は
、
令

和
５
年
度
ま
で
継
続
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
事
業
者
向
け

の
対
策
は
町
独
自
の
支
援
策
の
中

で
、
大
き
な
柱
に
な
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

問 答答答

答答

答

答

問問

問

問

問
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映像配信

一般質問
新井　實

学校と家庭のオンライン環境は整っている

問 自宅でもオンラインで学べる環境整備は

答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

の
中
で
、
自
宅
で
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
学
べ
る
環
境
整
備

に
つ
い
て

小
学
校
の
教
科
担
任
制

の
導
入
に
つ
い
て

予
約
制
で
乗
り
合
う
「
デ

マ
ン
ド
交
通
」
に
つ
い
て

「
書
か
な
い
窓
口
」
に
つ

い
て

地
方
都
市
再
生
の
カ
ギ

に
つ
い
て

質問 1質問質問 2質問

質問 3質問

質問 4質問

質問 5質問

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
「
オ

ミ
ク
ロ
ン
型
」
の
感
染
拡
大
で
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
本
格
導
入
を
す

る
た
め
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
。

答　

教
育
長　
小
・
中
学
校
の
情

報
通
信
設
備
、
児
童
・
生
徒
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
準
備
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
度
中
に
町
内
全
小
・
中

学
校
へ
配
備
が
完
了
し
、
１
人
１

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し

て
の
授
業
が
令
和
３
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
臨
時
休
業
、
学
級
閉

鎖
等
へ
の
対
応
も
含
め
、
学
校
と

家
庭
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
げ
、

学
級
担
任
と
児
童
・
生
徒
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
上
で
交
信
で
き
る
環

境
が
整
っ
て
お
り
ま
す
。

問　
教
科
担
任
制
が
導
入
さ
れ
る

中
、
子
供
と
の
信
頼
関
係
を
ど
う

築
い
て
い
く
か
に
つ
い
て
。

問　
予
約
制
で
乗
り
合
う
「
デ
マ

ン
ド
交
通
」が
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）

を
導
入
し
て
、
配
車
効
率
を
高
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
さ
ら
ば
時
刻

表
、
い
つ
で
も
予
約
、
生
活
の
足

に
）。

答　

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
デ
マ
ン
ド

問　
町
役
場
の
窓
口
を
「
書
か
な

い
窓
口
」
に
変
更
す
る
こ
と
に
つ

い
て
。

答　
「
書
か
な
い
窓
口
」
の
導
入

の
た
め
に
は
、
窓
口
業
務
支
援
シ

ス
テ
ム
等
の
構
築
に
要
す
る
費
用

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
埼
玉
県
内
や
近
隣
市

町
村
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
持
続
可
能
な
都
市
経
営
を
進

め
る
に
は
住
民
の
居
住
地
を
集
中

さ
せ
る
「
集
住
」
が
欠
か
せ
な
い

こ
と
に
つ
い
て
。

答　

立
地
適
正
化
計
画
、
ウ
ォ
ー

カ
ブ
ル
推
進
都
市
、
神
保
原
駅
北

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら
の
計
画
等
は
全
て
関
連
し

て
お
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
持
続
可

能
な
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

の
取
組
で
す
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
町

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
一
定
区

域
の
人
口
密
度
を
維
持
す
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

答　

教
育
長　
教
科
担
任
制
の
導

入
の
狙
い
は
、
教
科
指
導
の
専
門

性
を
持
っ
た
教
師
が
多
様
な
教
材

を
用
い
て
、
よ
り
熟
練
し
た
指
導

を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
授

業
の
質
が
向
上
す
る
事
や
、
児
童

の
学
習
内
容
の
理
解
度
・
定
着
度

の
向
上
と
学
び
の
高
度
化
を
図
る

こ
と
、
教
師
の
持
ち
時
間
数
の
軽

減
や
準
備
の
効
率
化
に
よ
り
、
学

校
の
教
育
活
動
の
充
実
や
教
師
の

負
担
軽
減
に
資
す
る
こ
と
、
複
数

の
教
員
に
よ
る
多
面
的
な
児
童
理

解
を
通
じ
た
児
童
の
心
の
安
定
に

資
す
る
こ
と
、
小
・
中
学
校
間
の

連
携
に
よ
る
小
学
校
か
ら
中
学
校

へ
の
円
滑
な
接
続
を
図
る
こ
と
の

４
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

交
通
の
導
入
は
、
効
率
的
な
配
車

を
行
う
こ
と
で
、
利
用
予
約
に
対

し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
最
適
な
配

車
を
行
う
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
現

在
各
地
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
Ａ

Ｉ
シ
ス
テ
ム
を
手
が
け
る
企
業
と

自
治
体
と
が
連
携
し
た
実
証
運
行

な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
町

と
し
て
は
、
現
在
運
行
し
て
い
る

こ
む
ぎ
っ
ち
号
の
利
便
性
向
上
に

向
け
た
協
議
を
行
う
と
共
に
、
デ

マ
ン
ド
交
通
の
課
題
等
に
つ
い
て

も
十
分
考
慮
し
た
上
で
、
新
た
な

公
共
交
通
手
段
を
研
究
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問 答

答

答

答

答 答

問

問

問

問
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映像配信

一般質問

１人１日あたりの平均ごみ排出量（ｇ）

仲井　静子

リサイクルステーションを設置する予定

問 段ボール・古着の資源化について

答

ゴ
ミ
の
減
量
化
・
分
別

回
収
に
つ
い
て

出
前
講
座
実
施
に
つ
い
て

質問 1質問

質問 2質問

問　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促

進
法
は
、
気
候
変
動
や
海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
な
ど
の
問
題
に
対

応
す
る
為
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
削
減
と
再
生
利
用
を
拡
大
す

る
の
が
目
的
で
、
４
月
に
施
行
さ

れ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
町

か
ら
年
間
排
出
さ
れ
る
量
と
処
理

方
法
、
問
題
の
解
決
に
向
け
て
の

町
の
対
策
と
町
へ
の
影
響
は
。

答　

埼
玉
県
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
き
把
握
し
て
い
る
、
家
庭
の
可

燃
ご
み
内
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
混
入

状
況
は
約
２
割
で
あ
る
。
令
和

２
年
度
の
可
燃
ご
み
搬
入
量
が

６
５
８
１
．
５
ト
ン
で
あ
り
、
そ

の
２
割
と
仮
定
す
る
と
１
３
１
６
．

３
ト
ン
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分

別
収
集
に
つ
い
て
は
、
児
玉
郡
市

清
掃
行
政
研
究
会
に
お
い
て
も
、

重
点
取
組
項
目
と
し
て
い
る
。
今

後
、
早
期
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別

収
集
導
入
に
向
け
、
引
き
続
き
調

査
・
研
究
を
進
め
る
。

問　
出
前
講
座
の
町
民
へ
の
周
知

に
つ
い
て
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
記
載
と
い
う
パ
タ
ー
ン
の

他
、
人
が
集
ま
る
公
民
館
単
位
や

任
意
団
体
な
ど
の
会
合
の
場
を
借

り
て
、
家
庭
ご
み
の
出
し
方
を
丁

寧
に
説
明
し
、
町
民
へ
直
接
の
声

か
け
、
町
民
の
声
を
聞
く
事
が
ご

み
の
減
量
化
を
進
め
る
上
で
重
要

と
思
う
。
結
果
、
ご
み
の
分
別
へ

の
意
識
を
高
め
る
事
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

答　

出
前
講
座
を
実
施
し
、
町
民

の
方
に
直
接
声
を
届
け
る
事
は
、

ゴ
ミ
分
別
の
ル
ー
ル
や
資
源
化
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
ゴ
ミ
に
対

す
る
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
為
、

大
変
重
要
。
ご
み
の
減
量
化
の
為

の
エ
コ
バ
ッ
ク
を
配
布
す
る
な
ど
、

啓
発
活
動
は
実
施
し
て
い
る
が
、

学
校
や
団
体
の
出
前
講
座
は
実
施

し
て
い
な
い
。
来
年
度
以
降
、
他

自
治
体
の
取
組
や
講
座
の
内
容
を

研
究
し
、
食
品
ロ
ス
対
策
、
生
ご

み
の
水
切
り
な
ど
も
含
め
、
ゴ
ミ

の
減
量
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
頂
く
事
が
で
き
る
よ
う
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
出
前
講
座
を
実

施
し
て
い
く
。

問　
町
民
一
人
が
一
日
当
た
り
に

排
出
す
る
ご
み
の
量
は
、
県
平
均

よ
り
も
多
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

段
ボ
ー
ル
・
新
聞
紙
・
雑
紙
・
古

着
な
ど
分
別
の
種
類
を
増
や
す
考

え
は
あ
る
か
。

答　

現
在
、
町
の
分
別
区
分
は
９

品
目
。
段
ボ
ー
ル
・
新
聞
紙
等
の

資
源
と
し
て
の
回
収
は
広
域
圏
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
と
同
じ
よ
う

に
取
り
組
む
方
向
。
今
後
は
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
し
っ
か
り
分
別

し
、
減
量
化
も
進
む
と
考
え
る
。

答　
町
民
に
喜
ば
れ
て
い
る
、
粗

大
ご
み
リ
ク
エ
ス
ト
回
収
、
小
型

家
電
回
収
の
状
況
に
つ
い
て
。

問　

粗
大
ご
み
リ
ク
エ
ス
ト
回
収
、

令
和
元
年
度
は
申
し
込
み
６
７
２

件
、
令
和
２
年
度
７
８
９
件
と
多

く
の
方
に
利
用
し
て
頂
い
て
い
る
。

小
型
家
電
に
つ
い
て
、
令
和
３
年

度
は
１
万
６
１
２
０
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
回
収
が
あ
っ
た
。
住
民
の
皆
様

に
も
定
着
し
て
い
る
事
業
で
あ
る

の
で
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き

た
い
。

問　
町
の
ご
み
の
分
別
の
仕
方
・

出
し
方
・
正
し
い
分
け
方
と
言
う

説
明
項
目
の
中
に
段
ボ
ー
ル
・
古

着
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
町
と

し
て
早
急
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
。

答　

古
着
・
段
ボ
ー
ル
を
資
源
と

し
て
捉
え
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
令
和
４
年
度
に
役
場
庁

舎
内
に
設
置
す
る
予
定
。

問　
年
間
の
小
山
川
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
負
担
金
と
収
集
車
へ
の
委

託
金
の
額
は
。

答　

令
和
３
年
度
清
掃
施
設
分
負

担
金
は
、
１
億
２
４
９
３
万
９
千

円
。
収
集
車
運
搬
委
託
料
は

６
６
８
０
万
５
２
０
０
円
で
あ
る
。

答

答答

答答

答

問

問問

問 問 問
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編集
後記

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

（開会）
一般質問

4

5 6

一般質問

7 8

議案審議
（条例・補正）

9 10

常任委員会

11

12 13

報告・採決
（閉会）

14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

議 会 日 誌

※�開会は原則午前９時です。午前中で議事が終了しない場合は、
午後の再開は1時30分です。（時間は変更になることがありま
す。）
※議事の進行上、休憩が入る場合があります。

か
み
さ
と
議
会
だ
よ
り
　
95

２
０
２
２
年（
令
和
４
年
）6
月
1
日
発
行

発
行
／
上
里
町
議
会　

編
集
／
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

住
所
／
〒
３
６
9－

０
３
９
２　

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里
町
大
字
七
本
木
５
５
１
８
番
地

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
９
５

－

３
５

－

１
２
１
６（
直
）　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

３
３

－

2
4
2
9

３月
４日　定例会開会、町長の行政報告
　　　一般質問
７日　一般質問
８日　全員協議会
９日　議案審議（条例等、補正予算）
　　　全員協議会
10日　議案審議（当初予算）
11日　議会運営委員会
14日　全員協議会
16日　全員協議会
17日　議案審議（当初予算）、全員協議会
　　　議会運営委員会
22日　定例会閉会、全員協議会
30日　児玉郡市広域市町村圏組合議会

４月
14日　議会広報広聴常任委員会

５月
２日　臨時会開会
６日　臨時会閉会
17日　議会運営委員会
18日　議会広報広聴常任委員会
19日　児玉郡町議会議長会総会 ６月定例会一般質問一覧

６月定例会の日程（予定）

氏名 質問事項

３
日
（
金
）

戸矢　隆光

①藤木戸・勝場線について
②老朽化した公民館の早期解体について
③産業団地（工業団地）について
④幼稚園、保育園児の給食費無償化について
⑤選挙の公約について

飯塚　賢治
①新しい地域社会の構築について
②手話言語条例について
③図書館運営事業について
④物価高対策について

石井　慎也
①選挙について
②農業振興について
③新型コロナウイルス対策について

髙橋　勝利
①町長選挙において山下町長が再選されたことについて
②町民体育祭の在り方について
③上里町のスポーツ振興について
④神保原駅北まちづくりについて

６
日
（
月
）

沓澤　幸子
①子育て支援の充実について
②平和事業について
③保健センター等複合施設整備計画について

金子　義則
①給食費無償化について
②群馬銀行ＡＴＭ閉鎖後の問題
③ヤングケアラー把握状態と生理の貧困対策

猪岡　　壽 ①防災無線放送デジタル化について
②下水道事業について

新井　　實

①コロナ禍深刻な出生数減について
②デジタル教科書の活用方法について
③休日の中学部活の地域運営について
④熱中症対策について
⑤ウクライナ避難民への独自支援について
⑥地方財政白書における今後の自治体財政運営の在り方について
⑦群馬県高崎市との合併問題について
⑧神保原駅北まちづくり事業について

議
会
広
報
広
聴

常
任
委
員
会

●
委
員
長

�

齊
藤　
　

崇

●
副
委
員
長

�
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覚

●
委　
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�

石
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慎
也

�

髙
橋　

勝
利

�

植
原　

育
雄

�

髙
橋　
　

仁

�

戸
矢　

隆
光

LLLLLLLLLLLLLLLL

　

大
型
連
休
中
の

５
月
２
日
と
６
日

に
臨
時
議
会
が
招

集
さ
れ
、
新
し
い

上
里
町
議
会
が
発
足
、
議
会
広
報

広
聴
常
任
委
員
会
は
一
期
生
も
加

わ
り
新
た
な
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま

し
た
。

　

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
は

以
前
の
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

を
更
に
前
進
さ
せ
、
コ
ロ
ナ
禍
で

は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
と
の
意
見

交
換
活
動
を
目
指
し
、
現
在
委
員

会
で
は
開
催
方
法
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
は
町
民
の
皆

様
に
よ
り
親
し
ま
れ
る
よ
う
一
層

工
夫
し
て
行
く
所
存
で
す
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

�

齊
藤　

崇
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